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葬
祭
費
を
滞
納
へ

　

「
納
付
相
談
を
し
な
い
と

葬
祭
費
は
出
せ
な
い
」
―
。

夫
を
亡
く
し
た
ば
か
り
の
40

代
の
Ａ
子
さ
ん
に
同
市
の
徴

収
対
策
課
の
職
員
は
言
っ

た
。

　

建
設
業
を
営
ん
で
い
た
Ａ

子
さ
ん
の
夫
は
１
月
11
日
、

小
学
生
か
ら
18
歳
ま
で
６
人

の
子
ど
も
と
妻
を
残
し
自
ら

命
を
絶
っ
た
。
仕
事
が
減

　

市
町
村
が
運
営
す
る
国
民
健
康
保
険
で
保
険
料
滞
納
の
た

め
の
差
し
押
さ
え
が
強
ま
っ
て
い
る
。
２
０
１
０
年
度
の
差

し
押
え
件
数
が
、
前
年
の
20
倍
と
な
っ
た
四
条
畷
市
で
は
容

赦
の
な
い
徴
収
に
怒
り
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

り
、
仕
入
れ
の
支
払
い
が
滞

っ
て
い
た
こ
と
を
苦
に
し
て

い
た
。

　

滞
納
額
は
20
万
円
あ
ま

り
。
体
が
弱
く
仕
事
を
し
て

い
な
い
Ａ
さ
ん
に
払
え
る
額

で
は
な
い
。
同
市
で
は
国
保

の
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
場

合
、
葬
祭
を
行
う
人
に
４
万

円
を
支
給
し
て
い
る
。
国
保

課
で
は
Ａ
子
さ
ん
に
葬
祭
費

の
領
収
書
に
サ
イ
ン
を
さ
せ

た
が
、
支
給
は
し
て
い
な

い
。

　

「
納
付
の
相
談
は
し
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、
あ
ん

な
対
応
な
ら
行
く
の
は
し
ん

ど
い
」
と
話
す
Ａ
さ
ん
。
葬

儀
は
諦
め
る
し
か
な
か
っ

た
。高

額
療
養
費
で
支
払
指
導

　

「
そ
の
お
金
（
高
額
療
養

費
の
払
い
戻
し
）
は
先
に
こ

っ
ち
へ
払
っ
て
も
ら
わ
な
あ

か
ん
。
差
し
押
さ
え
と
い
う

こ
と
も
あ
る
」。
徴
収
課
職

員
は
娘
婿
の
高
額
療
養
費
の

償
還
を
受
け
取
り
に
来
た
Ｃ

子
さ
ん
に
言
っ
た
。
Ｃ
子
さ

ん
は
娘
（
36
）
と
末
期
が
ん

で
療
養
中
の
娘
婿
（
48
）
と

中
３
と
小
３
の
孫
た
ち
と
暮

ら
す
。

　

パ
ー
ト
で
勤
め
る
娘
さ
ん

の
収
入
は
月
に
７
〜
８
万
円

程
。
国
保
料
は
分
納
で
２
万

円
ず
つ
払
う
の
が
や
っ
と

だ
。

　

「
役
所
は
す
ぐ
に
差
し
押

さ
え
を
口
に
す
る
。
戻
っ
て

き
た
こ
の
お
金
が
無
け
れ
ば

娘
婿
の
治
療
費
も
払
え
な

い
」
と
Ｃ
子
さ
ん
は
憤
る
。

　

Ｃ
子
さ
ん
か
ら
相
談
を
受

け
た
阿
部
佳
代
市
議
（
共

産
）
は
、「
10
年
に
徴
収
対

策
課
が
設
置
さ
れ
、
税
と
同

様
の
や
り
方
で
徴
収
を
強
化

し
た
。
暮
ら
し
の
実
態
を
見

な
い
機
械
的
な
対
応
を
改
善

さ
せ
る
よ
う
取
り
組
み
を
強

め
た
い
」
と
話
す
。

　

大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議

会
で
は
、
国
保
料
滞
納
者
へ

の
制
裁
的
な
対
応
や
徴
収
の

強
化
に
つ
い
て
要
望
書
を
提

ス
ケ
ー
ラ
ー
の
研
ぐ
部
位
に

つ
い
て
基
本
を
学
ん
だ
。

　

実
習
で
は
、
シ
ャ
ー
プ
ニ

ン
グ
ガ
イ
ド
を
用
い
、
①
ス

ト
ー
ン
の
角
度
を
一
定
に
す

る
②
ス
ケ
ー
ラ
ー
の
側
面
か

ら
常
に
ス
ト
ー
ン
を
離
さ
な

い
③
必
ず
下
方
の
ス
ト
ロ
ー

ク
で
終
え
る
④
内
面
に
均
一

に
ス
ラ
ッ
ジ
が
た
ま
っ
て
い

る
か
確
認
す
る
な
ど
の
ポ
イ

ン
ト
に
沿
っ
て
練
習
し
た
。

　

ス
ケ
ー
リ
ン
グ
で
は
、
０

度
挿
入
し
、
シ
ャ
ン
ク
を
歯

軸
に
平
行
に
保
ち
、
刃
部
を

根
面
か
ら
浮
か
さ
ず
、
手
指

屈
伸
運
動
を
す
る
こ
と
で
歯

肉
を
傷
つ
け
ず
に
行
う
コ
ツ

が
述
べ
ら
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
基
本

が
学
べ
、
個
別
に
悪
い
点
の

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
分
か
り

や
す
か
っ
た
」「
自
信
が
持

て
た
。
医
院
で
も
練
習
を
積

み
重
ね
た
い
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

協
会
の
臨
床
・
学
術
部
は

２
月
12
日
、
歯
科
衛
生
士
の

福
池
久
恵
氏
を
講
師
に
「
シ

ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
ス
ケ
ー
リ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
き
、

11
院
所
15
人
が
参
加
し
た
。

　

シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、

目
的
に
応
じ
た
シ
ャ
ー
プ
ニ

ン
グ
ス
ト
ー
ン
の
選
び
方
や

　

歴
史
的
に
見
る
と
、
歯
科

補
綴
学
、
特
に
歯
冠
補
綴
学

は
歯
質
を
大
き
く
削
除
し
、

犠
牲
に
す
る
こ
と
の
上
に
構

築
さ
れ
た
学
問
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
歯
冠
補
綴
装

置
の
装
着
材
と
し
て
の
接
着

性
レ
ジ
ン
が
現
れ
る
と
、
支

台
歯
に
機
械
的
維
持
機
構
を

設
け
る
必
要
性
が
減
り
、
歯

質
削
除
量
を
最
小
限
に
し
な

が
ら
従
来
の
歯
冠
補
綴
装
置

以
上
の
維
持
力
を
得
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
。
歯
科
に

お
け
る
接
着
の
実
現
は
、
単

に
補
綴
装
置
の
維
持
力
を
増

強
さ
せ
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
マ
ー
ジ
ン
に
お
け
る
封

鎖
性
向
上
に
よ
る
二
次
カ
リ

エ
ス
の
防
止
、
歯
質
と
の
一

体
化
に
よ
る
補
綴
装
置
の
補

強
を
可
能
に
し
、
さ
ら
に
は

直
接
覆
髄
法
や
破
折
歯
の
救

命
な
ど
に
も
そ
の
適
用
範
囲

が
拡
大
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
21
世
紀
に
お
け
る
医
療

は
治
療
か
ら
予
防
へ
と
パ
ラ

ダ
イ
ム
が
シ
フ
ト
し
て
い
く

時
代
で
あ
り
、
生
体
侵
襲
を

最
小
限
に
し
、
患
者
の
負
担

を
軽
減
す
る M

inimal 
Intervention

（
以
下
：
Ｍ

Ｉ
）
と
い
う
考
え
方
が
台
頭

し
て
き
て
い
る
。
こ
の
Ｍ
Ｉ

と
い
う
概
念
は
ク
ラ
ウ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
の
領
域
に
も
浸
透
し

つ
つ
あ
り
、
そ
の
最
大
の
担

い
手
に
な
っ
た
の
が
、
接
着

歯
学
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

接
着
歯
学
は
ま
さ
に
現
代
に

合
致
し
た
学
問
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
講
演
で
は
、
接
着

歯
学
の
歯
科
臨
床
に
お
け
る

重
要
性
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

新
し
い
学
問
で
あ
る
接
着
歯

学
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
歯
質
な
ら
び
に
金
属

の
表
面
処
理
法
、
接
着
ブ
リ

ッ
ジ
の
適
応
症
、
支
台
歯
形

成
法
、
デ
ザ
イ
ン
、
装
着
法

に
つ
い
て
臨
床
例
と
と
も
に

詳
し
く
説
明
す
る
予
定
で
あ

る
。

出
（
２
月
27
日
）
し
、
３
月

中
に
交
渉
の
場
を
設
け
る
よ

う
求
め
て
い
る
。

差
し
押
さ
え
額
３
倍

　

府
内
で
は
10
年
度
に
差
し

押
さ
え
を
受
け
た
世
帯
は
２

７
０
９
世
帯
、
差
し
押
さ
え

総
額
は
08
年
度
の
約
３
倍
の

３
億
２
５
０
０
万
円
に
上
っ

て
い
る
。

　

背
景
に
は
05
年
に
厚
生
労

働
省
が
「
収
納
対
策
緊
急
プ

ラ
ン
」
を
つ
く
り
、
市
町
村

の
収
納
対
策
の
強
化
を
迫
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

〝
基
本
学
べ
た
〞〝
自
信
が
も
て
た
〞と
受
講
者

４
月
度
生
涯
研
抄
録

シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ

ス
ケ
ー
リ
ン
グ　

セ
ミ
ナ
ー
開
く

臨床・学術部

増える府内の国保での差し押さえ

２
０
１
０
年
度　

国
保
滞
納
世
帯
に
対
す
る
差
し
押
さ
え　

大
阪
社
保
協
調
査
よ
り

自治体
10年

総数 金額（単
位：千円）

大　阪　市 741 217,595
豊　中　市 105 3,825
池　田　市 9 932
豊　能　町 6 351
能　勢　町 7 763
箕　面　市 5 1,363
高　槻　市 37 1,729
島　本　町 0 0
茨　木　市 94 7,574
吹　田　市 5 2,306
摂　津　市 26 2,445
守　口　市 0
門　真　市 341 6,005
大　東　市 0
四 条 畷 市 94 2,748
寝 屋 川 市 23 8,064
枚　方　市 0
交　野　市 4 245
東 大 阪 市 1 423
八　尾　市 34 7,086
柏　原　市 21 1,085
松　原　市 741 15,397
羽 曳 野 市 0 0
藤 井 寺 市 32 1,421
大阪狭山市 4 0
富 田 林 市 0 193
太　子　町 0 0
河　南　町 4 164
千早赤阪村 0 0
河内長野市 85 1,765
堺　　　市 129 9,776
和　泉　市 68 23,502
高　石　市 0 0
泉 大 津 市 18 3,019
忠　岡　町 5 102
岸 和 田 市 30 2,491
貝　塚　市 3 0
泉 佐 野 市 20 1,772
田　尻　町 0 0
熊　取　町 0 0
泉　南　市 14 1,100
阪　南　市 3 232
岬　　　町 0 0
合　　　計 2709 325,485

接着ブリッジ―最小限の生体侵襲に
よる効果的な少数歯欠損補綴法―　

協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

 

３
月
11
日
（
日
）  

総
会
：
午
前
10
時
〜
10
時
30
分
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
演
：
10
時
30
分
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

講
師　

 

清
水
聖
保
氏
（
医
療
法
人
聖
心
会
清
水
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
・
精
神
科
医
）

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

大
阪
市
西
部
地
区
・
南
部
地
区
総
会
・
記
念
講
演

精
神
疾
患
患
者
と
歯
科
治
療
―
よ
く
み
ら
れ
る
不
安

障
害
患
者
と
認
知
症
患
者
へ
の
対
応

日
時　

５
月
26
日
（
土
）
午
後
５
時
〜
７
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

廣
田
阿
佐
緒
氏
（
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
病
院
歯
科
口
腔

外
科
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

南
河
内
地
区
講
習
会

臨
床
医
の
た
め
の
歯
周
治
療

日
時　

５
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

佐
藤
宏
氏
（
愛
媛
県
新
居
浜
市
開
業
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

５
月
度
生
涯
研
修

痛
く
な
い
歯
科
治
療
―
無
痛
治
療
、無
痛
麻
酔

日
時　

 

３
月
18
日
（
日
）
総
会
：
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
演
：
10
時
〜
正
午　
　
　

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

岩
井
聡
一
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
口
腔

外
科
学
第
二
教
室
助
教
）

会
費　

会
員
無
料

南
河
内
地
区
総
会
・
記
念
講
演

顎
顔
面
口
腔
領
域
に
お
け
る
骨
再
生
医
療
の
最
前
線
―

日
常
の
歯
科
臨
床
に
ど
こ
ま
で
取
り
入
れ
ら
れ
る
か
？

世帯数（万）

1500

1000

1500

500

2000

2500

3000
金額（千円）

（年度）

350000

300000

250000

200000

150000

100000
08 09 10

世帯数（左目盛り）

金額（右目盛り）

矢谷博文（ ）大阪大学大学院歯学研究科
顎口腔機能再建学講座教授

シャープニングの指導
をうける参加者＝２月
12日、保険医会館　　

　

午
前
は
「
患
者
接
遇
の
実
際
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

ク
レ
ー
ム
対
応
」、
午
後
は
助
手
編
と
衛
生
士
編
に
わ
か
れ

て
研
修
し
ま
す

日
時　

５
月
13
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

 

午
前
：
油
谷
純
子
氏
（
目
白
短
期
大
学
生
活
科
学
科

教
授
）

　
　
　

午
後
：
歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

７
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

定
員　

助
手
編
90
人
、
衛
生
士
編
30
人

※
受
講
者
全
員
に
『
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
歯
科
保

険
診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
頒
価
４
千
円
）
を
配
布
し
ま

す
。
開
催
要
項
・
会
場
案
内
地
図
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

必
ず
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

四
条
畷
市 

前
年
の
20
倍
に

国
保
滞
納
で
差
し
押
さ
え
増
加

日
時　

４
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円


